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原価計算の早期学修の必要性について 
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する技能を検定するものである。第 1 回が 1954 年
11月に実施され、1955年度からは年2回実施されて
いたが、1997年度以降は年3回（6月・11月・2月）
実施されるようになり、2017 年 11 月までで 147 回
を数える。1 級から 4 級（旧検定）までにグレード
分けされているが、実務で活かせるのは 3 級からで











H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
公認会計士試験 25,648名 23,151名 17,894名 13,224名 10,870名 10,180名 10,256名
税理士試験 62,995名 59,975名 58,453名 55,332名 49,876名 47,145名 44,044名
中小企業診断士試験 21,309名 20,145名 20,210名 20,005名 19,538名 18,361名 19,444名
建設業経理士検定 25,648名 23,151名 17,894名 13,224名 10,870名 10,180名 10,256名


































































































級 回 実受験者数（人） 合格者数（人） 合格率（％）
134 10,143名 626名 9.7%
135 11,037名 783名 10.4%
137 8,738名 846名 9.7%
138 9,931名 873名 8.8%
140 8,108名 716名 8.8%
141 9,087名 716名 9.6%
143 7,792名 873名 10.9%
144 8,416名 846名 9.3%
146 7,103名 783名 8.8%
147 8,286名 626名 5.9%
138 54,188名 14,318名 26.4%
139 55,225名 12,054名 21.8%
140 47,480名 16,395名 34.5%
141 59,801名 7,042名 11.8%
142 70,402名 10,421名 14.8%
143 44,364名 11,424名 25.8%
144 56,530名 7,588名 13.4%
145 60,238名 15,075名 25.0%
146 43,767名 20,790名 47.5%
147 47,917名 10,171名 21.2%
138 86,659名 33,363名 38.5%
139 79,460名 42,990名 54.1%
140 79,467名 41,910名 52.7%
141 84,708名 22,094名 26.1%
142 89,012名 23,701名 26.6%
143 83,915名 28,705名 34.2%
144 94,411名 42,558名 45.1%
145 80,832名 38,289名 47.4%
146 80,227名 40,880名 50.9%
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図 6 本学科の会計カリキュラムの体系 



































記原理Ⅱ」では 12 名が除かれ 38 名の履修となる。
同時に「簿記検定講座Ⅱ」を履修している学生25名
のうち、21 名が日商簿記検定 3 級に合格している。
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